
文京区給食費管理システム構築及び運用保守委託に関する
企画提案書等作成要領
　提案書類は、以下を踏まえて作成すること。
１　企画提案書
　　企画提案書は、仕様書の内容を踏まえ、次に掲げる項目に従って任意書式で作成すること（原則Ａ４判30ページ以内とし、図表等の使用や多色刷りも可とする）。過去の実績、事務の効率化、経費節減等から、「仕様書」と異なる提案がある場合は、その内容を明示した上で提案すること。

なお、各提案項目に提案書記載の補足を示しているため、その内容を踏まえて提案すること。
(1) 本業務に対する取り組み
1 基本方針
本プロジェクトにおける貴社の基本方針・導入の効果を記載してください。
2 スケジュール
契約から構築、システム稼働、運用開始後支援までの主な項目についてスケジュールを記載してください。（「仕様書」で示すスケジュールは目安となりますので、過去の実績等を踏まえ、最適なスケジュールをご提案ください。但し稼働時期は変更しないものとします。）
3 成果物
区が仕様書（案）で提示しているフェーズごとの主な成果物について、目的及び内容を具体的に記載してください。また、区が提示した成果物以外に必要と思われる成果物があれば、記載してください。
4 区と受託者の役割分担
　区の構築体制整備の参考となるよう役割分担と業務負荷量について、できる限り分かりやすく記載してください。
5 プロジェクト管理
1 システムの構築にあたり、品質を保障（向上）するための方策について記載してください。また、納期・コスト等の管理手法について記載してください。
2 本業務を適正かつ確実に達成するために有効な工程ごとの会議体（目的、出席者、役割分担）及び会議回数（周期）について記載してください。
6 セキュリティ対策
　情報漏洩、個人情報保護等、システム全体のセキュリティ管理について、考え方を記載してください。
また、セキュリティ対策の具体的な手法を記載してください。
(2) システムの機能
1 システムの名称、機能全体図
　システム（パッケージソフトウェア）の名称、システムが備えている全体機能について、機能の一覧と機能イメージ図を記載してください。
2 特長、優位性
過去の実績などから工夫している点、他社と比較して優位と考えている機能など、システムの特長について記載してください。
3 適合性
　「【様式３】機能要件書（回答票）」に記載されている機能の中で、特に当区にとってメリットがある機能について記載してください。
4 各種データの取込み・各種帳票の作成
1 システムに取り込む各種データについて、取り込み方法を記載してください。
2 主要な帳票（納入通知書、納付書、督促状）の作成機能について、作成手順を記載してください。
5 学校の入力
　学校側の行う喫食状況や給食回数の入力について、作業内容を記載してください。また、作業効率や正確性に利する機能があれば、記載してください。
6 他システムとの連携
1 学齢簿及び校務支援システムから喫食者情報を連携する必要があるため、具体的な連携、運用方法、他システムへの波及効果について記載してください。学齢簿との連携、運用実績があれば、事例をあげて記載してください。
2 月次連携について、区職員が行う必要のある作業内容を記載してください。
7 接続方法
　システムへの接続方法、データの保管方法について記載してください。優先順位は１.クラウド接続、２.LGWAN接続とし、どちらも可能な場合は両方について記載してください。クラウド接続の場合、セキュリティ対策についても記載してください。
なお、接続方法が２つ以上ある場合、「見積書」は低価格の接続方法を採用して作成し、他方の差分費用については別紙にて記載してください。

8 拡張性
　システムの拡張性について、直近３年のパッケージの機能追加等、考え方を記載してください。
また、区の要望に対する対応の柔軟性、追加的に発生する費用の考え方を記載してください。
9 性能
　システムで、同時接続可能なクライアント数を示すとともに、アクセスが集中することを想定した性能評価について記載してください。
(3) サポート体制
1 研修
　区と学校それぞれに対する研修の計画・実施方法、テキストに掲載する内容と考慮点について、記載してください。
2 マニュアル・問合せ対応
　システム稼働後に使用する日常の操作マニュアルやヘルプ画面、区や学校で操作不明点が生じた際の問合せ対応について、内容や考慮点などを記載してください。
3 当初移行作業　
システム導入時のデータ移行作業について、タイミングや目的、品質保証方法を記載してください。

また、データ移行時の課題やその対応策について記載してください。
4 年度更新
毎年度の学年更新作業（小学校→中学校を含む）及び新規対象者（新１年生等）の情報作成について、貴社と区の役割分担及び作業内容を記載してください。
5 障害対応
1 ソフトウェア不具合等を未然に防ぐ対策について記載してください。
2 障害発生時の検知方法・復旧方法と対応想定時間について主な障害要因別に記載してください。
3 ソフトウェア、システム運用等の保守体制、保守受付及び対応時間等について記載してください。

6 法改正への対応
　法制度改正や特別区固有の制度改正等に対応するための体制整備やパッケージ機能追加、修正対応について、日常的に行っている事項及び実際に対応する場合の対応内容について具体的に記載してください。

なお、過去に特別区、その他自治体等で、実績がある場合は、具体例を交えて記載してください。
7 組織改正等への対応
　組織改正、人事異動等への対応方法、支援等について具体的に記載してください。
(4) その他
1 学校のシステム利用に対する工夫点
　区と学校の共通システム利用にあたり、注意すべき課題とその対応内容について記載してください。
2 追加提案
　「業務要件」以外で貴社が考えるより良い提案や独自に提案する追加提案があれば記載してください（本提案の経費に含まれるものと含まれないものを分けて記載してください）。

なお、本提案に含まれない追加経費については、「見積書」の別紙にて、追加提案に関する経費に記載してください。
3 その他
　貴社の取り組みや実績などにおいて、「【様式５】業務受託実績書」で記載する実績件数以外に特にアピールする点があれば記載してください。
２　業務実施体制
(1) 「【様式４】業務実施体制調書」に基づき、令和７年４月１日現在で記載してください。
(2) 本業務に従事する総括責任者及び担当者について氏名、保有資格、実務経験・年数等を記載してください。業務名については、給食費管理システムの構築経験を優先して記載してください。
(3) 同様の事業に携わった経験を有する者を１人以上配置してください。
３　業務受託実績
(1) 「【様式５】業務受託実績書」に基づき、記載してください。
(2) 実績は、給食費管理システム構築などの業務のうち、平成27年度以降のものとし、直近に受託したものを優先的に選定した上で、特別区は最大４件、特別区以外の地方公共団体は最大８件まで記載してください。

４　見積書
(1) 「文京区給食費管理システム構築及び運用保守委託事業者募集要項」の業務内容及び作成した企画提案書等を踏まえ、内訳を詳細に記載してください（任意様式）。また、見積金額の算出根拠についての説明書がある場合には、Ａ４判で添付してください。
(2) 見積書の各単価は消費税抜きで記載し、見積合計金額には、消費税抜きの額を記載してください。
(3) 「システム構築」と「運用・保守」は、それぞれの合計額が分かるように記載してください。「運用・保守」については、１年ごとの金額が分かるように記載してください。
(4) 「1.－⑵－キ 接続方法」で２つ以上の接続方法を提案した場合、低価格の接続方法を採用して見積書を作成し、他方の差分費用については別紙に記載してください。その際、それぞれの金額にどの接続方法が対応しているか分かるように記載してください。
(5) 「1.－⑷－イ 追加提案」で追加経費が発生する提案を行った場合は、その金額を別紙に記載してください。
(6) 見積書の件名は「文京区給食費管理システム構築及び運用保守委託」、あて先は「文京区長」とし、事業者の法人所在地、法人名及び代表者名（文京区と契約権限のある者）を記載し、代表者印を押印してください。ただし、代理人を立てて業者登録している場合は、代理人名及び代理人印を押印してください。
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